
日時：2024年3月27日(水) 13：30～17：00
場所：中央大学多摩キャンパスグローバルゲートウェイ604

第30回中央大学学術シンポジウム

「人類共生の可能性
～社会の多様な差異の超克をめざして～」

日 時：2024年3月27日（水）13:30～17:00

会 場：多摩キャンパス GLOBAL GATEWAY CHUO 6階604号室
（東京都八王子市東中野742-1 グローバル館）

◆シンポジスト

田上 富久 氏（長崎地域力研究会代表、前長崎市長）
「共生と分断のはざまを生き抜く力～長崎市長の経験をふまえて」

Arif Safri 氏（コーラン学研究所、イスラーム大学：インドネシア）
「性的少数派のアイデンティティを読み解く」

李 里花 氏（中央大学総合政策学部教授）
「日本における複合差別の歴史：在日朝鮮人女性に注目して」

加藤 久典 研究員(中央大学総合政策学部教授)
「寛容性について考える：インドネシアの事例に」

司会：保坂 俊司 研究員（中央大学国際情報学部教授）

◆ 対 象 どなたでもご参加いただけます。
◆ 申込み 事前申込みは不要ですので直接会場へお越しください。
◆ 参加費 無料
◆ お問合せ 中央大学政策文化総合研究所

042-674-3276 ipcs-grp@g.chou-u.ac.jp

【会場アクセス】
多摩モノレール
｢中央大学・明星大学｣駅下車
中大モノレール口を入って左側

（グローバル館）

【主催】
第30回中央大学学術シンポジウム

｢情報文明における共生思想構築に向けての基礎的研究｣
（研究代表者：保坂 俊司 研究員）

【共催】
国際共同研究強化(Ｂ)｢インドネシアにおける性的少数派
とイスラームの関係｣（研究代表者：加藤 久典 研究員）
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